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   The statistical study on urolithiasis in our clinic from 1951 to 1960 was reported. 
The ratio of the number of the patients with calculus to the total number of the out-
patients in this clinic was 8.3 per cent, and the number of the patients with calculus in 
upper urinary tracts was much increased than that of the patients with calculus in lower 
urinary tract. So called typical stone wave was revealed. 
   Besides, the following several studies were reported in this 
paper : the location of 
calculi, age, sex, initial symptoms, complications, therapy and chemical analysis.
1は じ め に
わが兵庫県 と くに神戸市を中心 とす る南部,
瀬戸内海沿岸は尿路結石多 発地帯 として知 られ
てお り,臨 床的かつ疫学的 に これ ら結石患者 を
観察することは本症の実体特にその成因 に関 し
てもいささかの知見を与 え得 るものと考え られ
る.
既 にわが教室 では1940年以降,1950年に至 る
満11ケ年間(内1ケ 年は全教室員応 召 の た め
教室 を閉鎖 したので正 し くは10ケ年間)の 統計
的観察を報 じてい るが,今 回はその続篇 として
1951年以降,1960年に至 る10ケ年 間の眺 望につ
し へいて地べたい.






































































































































































































(20.8%),腎結 石(20.7%),前立腺 結 石(9.4%),
尿 道 結 石(2.3%)の 順 とな る.前10年 の統 計 に 比 較
す れ ば 尿管 結 石 は21.9%より54%へと著 し く増 加 の傾
向 を示 す の に反 し,膀 胱 結 石 は59.2%より20.8%へと
明 らか に減 少 す る点 が注 目 され る.即 ち1940～1950年
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1951年以 降1960年に至 る10ケ年間 に神戸医大
泌尿器科を訪れ た尿路結石症患者 を統計的 に観
察 し,更 に既報 の前10ケ年間 の統計 と比較 して
次 の如 き結果を得 た.
1)10ケ年 間に833名の結石患者が来訪 し,こ
れ は外来患者総数の8.3%に当 る.
2)部位的には尿管 結石 が最 も多 く,54%を占
め,つ いで膀胱結石(20.8%),腎結石(20,7
%),前 立腺結石(9.4%),尿 道結石(2.3%)
の順 とな り,前 回の統計 に比 し上部尿 路結石の
激増が 目立つ
3)結石症 頻発年令は20才代 であ り,尿 管 結石
が最 も多L膀 胱 結石好 発年 令は60才 代 で あ
る.
4)男女 の発生比は3.4:1であ り,前 回 の 統
計に比 し,主 と して上部尿路結石症 に於 ける女
子患 者の激増 を認 める.
5)神戸市在住患者が最 も多 く,次 い で 淡 路
島,明 石市,西 宮近郊,及 び姫 路市 の 順 とな
る.
6)再発性結石患 者は9.59/oに存在 す る.
7)腎結石の合併症 としては腎の位置又は形態
の異常が最 も多 く,尿 管結石で は結石 に続発す
る病変 が多 い.膀 胱結石で は下部尿路 の通過障
碍を併存 す る例 が多 く,15.9%に及 ぶ.
8)腎結石 の治療 には腎孟切石 術の増加が 目立
ち,腎 切 石術,腎 易lj出術の適応 は限定 され る傾
向にある.尿 管結石では手術的療 法撰択例 と保
存的療法成功例 とは,ほ ぼ 同数 を算 え,小 豆大
以下 の ものは自然落下 の可能性 が大 きい.
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